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１．はじめに
　文部科学省は、教育現場におけるICT活用を推進し
ており、平成28（2016）年度の文部科学白書１）には、
「教育におけるICT（情報通信技術）の活用は、子供
たちの学習への興味・関心を高め、わかりやすい授業
や子供たちの主体的・協働的な学びを実現する上で効
果的であり、確かな学力の育成に資するものとされ
る」とある。
　小学校３教科（算数、理科、社会）や中学・高校の
３教科（数学、理科、社会）では、ICT活用による学
力向上の効果について、教員のみならず児童、生徒に
も、高い効果があることが統計的に裏付けられている
２）。しかしながら、家庭科の授業におけるICT活用の
効果は、未だ明らかになっていない点や課題がある。
　既往研究として、大学の被服実習において、基礎縫
いの技法を繰り返し閲覧できる教材を開発した研究３）
や鹿児島県の高等学校における家庭科教育へのICT利
用について調査し、調理分野と被服分野の動画教材を
作成した研究４）がある。また、開発した動画資料の
活用効果について検証した研究では、示範による説明
時間の短縮化により、スムーズな授業進行に寄与する
ことが明らかとなった５）。これらの背景には、家庭科
教員のほとんどが一人校であるため、実習時の教員に
よる準備や負担の軽減、授業時数削減に伴う影響があ
るからだろうと考えられる。
　一方で、実際に家庭科の知識や技能の習得に、ICT
教材がどれほど貢献しているのか、評価の観点からの
報告は管見した限りない。そこで本研究では、群馬県
の高等学校家庭科教員を対象に、家庭科教育における
ICT活用の現状を踏まえるとともに、学力向上への効
果について把握することを目的にアンケート調査を
実施した。さらに、ICTを活用した授業の実践例を収
集するため、群馬県の高等学校を訪問して授業観察を
行った。
２．研究方法
２－１．アンケート調査
　2017年４月時点における、群馬県内の高等学校82校
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169名（常勤・非常勤の合計）の家庭科教員を対象に、
ICT活用に関する実態調査を行った。メールと郵送で
アンケート用紙を配布し、ファックスと郵送で回答を
受け付けた。調査の協力依頼および配付は2017年８
月９日～８月23日に行い、９月22日を回収締切日とし
た。有効回収数は53票（有効回収率31.4％）であった。
　調査項目は①基本属性８項目（性別、年齢、教員
経験年数、家庭科の指導年数、勤務形態、勤務校に
おける家庭科の教員数とその勤務形態、指導科目）、
②勤務高校のICT環境に関する５項目（普通教室にあ
るICT、個別の被服室および調理室の有無、被服室に
あるICT、調理室にあるICT、持ち運び可能な情報端
末の有無）、③家庭科の授業におけるICTの活用状況
に関する４項目（使用している教材、使用している
ICT、使用したいICT、ICTの活用頻度）、④ICTの活
用意欲に関する１項目、⑤ICT活用の効果に関する９
項目（指導の準備や評価がしやすくなる、興味・関心
を高める、主体的な学びにつながる、協働的な学び
につながる、学習の理解度を高める、ICT活用が適し
た分野、ICT活用が適した学習形態、ICT活用の効果
を実感したエピソードに関する自由記述）、⑥教師の
ICT活用における課題に関する２項目（課題とその解
決方法）、⑦生徒のICT活用における課題に関する２
項目（課題とその解決方法）の全31項目である。
　自由記述の調査項目「ICT活用が適した分野」およ
び「ICT活用の効果を実感したエピソード」の２項目
については、計量テキスト分析の手法で内容分析を
行った。分析に使用したソフトは「KH Coder」であ
る６），７）。２調査項目のテキストデータについて、頻
出語150語をリストアップした。その際、「調理実習」
が「調理」と「実習」というように、２語に分かれて
抽出されているものがあった。分割されて抽出されて
いる語は、「強制抽出する語の指定」に追加して、１
語として抽出されるようにした。また、共起ネット
ワークによる可視化されたモデルを作成し、それぞれ
考察を行った。
２－２．高等学校家庭科におけるICT活用授業の事例
観察
　調査対象は、アンケート調査の回答教員のうち、授
業観察への協力が得られた２校（榛名高等学校普通科
生活福祉コース、長野原高等学校普通科）であった。
榛名高等学校の観察日は、2017年12月15日および2018
年１月30日であった。長野原高等学校の観察日は、
2017年12月18日に行った。
　観察においては、家庭科の授業でICTを使用してい
る場面をデジタルカメラで撮影した。観察の概要（生
徒数、科目名、授業場所、学習形態、用いられたICT
機器、ICTを使用した場面、活用の主体）を記録し、
教員にICT活用に関する聞き取り（ICT活用の意図、
動画の入手方法）を行った。
３．結果および考察
３－１．アンケート調査
　回答者は、女性51名、男性２名で、年齢（平均値
±標準偏差）は45.5±9.5歳であった。教員歴は19.8
±10.6年で、勤務形態は常勤51名、非常勤２名であっ
た。回答者の大多数が、家庭科の常勤20年程度のベテ
ラン教員である。１校あたりの家庭科教員数は1.8±
1.5人であり、常勤・非常勤数の内訳はそれぞれ常勤
1.4±0.9人、非常勤1.3±1.0人であった。
　図１は、担当している家庭科の指導科目について割
合を示した。図２は専門教科の内訳を示したものであ
る。最も多く指導されていたのは「家庭基礎」79.2％
で全国平均（2011）８）とほぼ同等であり、このうち
「家庭基礎」のみの指導は約３割、複数科目の指導が
５割であった。
図２　専門教科の内訳（％）
図１　指導科目（％）
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　図３は、各教室（普通教室、被服室、調理室）にあ
るICT機器の割合を示している。被服室と調理室が兼
用の高校は２校のみだったため、含めず解析した。普
通教室にあるICT機器の整備状況を全国調査（2011）
９）および文部科学省の調査（2016）10）と比較すると、
教員用のパソコンと無線LANは全国調査と同等で
あった。生徒用のパソコン整備率はやや低く、電子
黒板はかなり低かった。各教室におけるICT機器の未
整備率は、「普通教室（64.2％）」「被服室（20.8％）」
「調理室（69.8％）」と、被服室は他教室に比べて整備
されていた。被服室にテレビ、ビデオプレイヤー、
DVDプレイヤーがある高校は５割であった。
　図４は、家庭科の授業で使用しているICT機器を示
したものである。情報を投影・再生する機器やテレビ
の使用率が高かった。また、鹿児島県高校家庭科の実
態調査４）に比べ、実物投影機が群馬県の方が高かっ
た（35.8％）。スマートフォン（7.5％）やタブレット
端末（17.0％）の使用もわずかながら見られた。これ
から使ってみたいICT機器で最も多かった回答はタブ
レット端末58.5％であり、次に多かったスマートフォ
ンやプロジェクター、電子黒板の22.6％とは大きな開
きがあった。
　家庭科の授業でICTを活用する頻度（図５）とICT
活用に対する意欲（図６）を示す。約半数が「年に数
回使う（42.6％）」もしくは「ほぼ使わない（6.4％）」
と回答しており、活用頻度は低いものの、全国調査
（2011）９）における「全く使わない」はいなかった。
また、「積極的に活用したい」と「やや活用したい」
が合わせて98.1％であり、ICTの活用に大変意欲的で
ある。ICTの活用頻度と意欲は対応していないことが
分かった。
　ICT活用の効果について図７に示す。家庭科の授
業におけるICT活用は、「生徒の興味・関心を高める
効果（96.2％）」や「学習による理解度を高める効果
（92.3％）」があると考えられていた。しかしながら、
「学習の評価がしやすくなる」については、半数の教
員が疑問視していた。
　ICTの活用が適していると感じる学習形態について
は、一斉学習83.0％が最も多かった。次いでグループ
学習49.1％、個別学習20.8％であり、特に適した分野
はないとの回答は9.4％であった。
　２項目の自由記述「ICTの活用が適していると感じ
る分野」および「ICT活用の効果を実感したエピソー
図７　ICT活用の効果
図６　ICTの活用意欲
図５　ICTの活用頻度（％）
図４　家庭科の授業で使用しているICT機器（％）
図３　各教室におけるICT機器の整備状況（％）
被服室普通教室 調理室
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ド」について、計量テキスト分析の手法で内容分析を
行った。総抽出語数は各々399および630、異なり語数
128および227であった。文の数は各々49および30、段
落数43および23であった。両自由記述ともに、抽出語
の出現回数４回の結果を表１に示す。
　「ICTの活用が適していると感じる分野」の出現回
数が最も多かった語は「被服」であり、次いで「食
物」「住生活」であった。「ICT活用の効果を実感した
エピソード」において出現回数が多かった語には、
「見せる」「見る」「写す」「映像」「発表」といった視
聴覚と関連する抽出語や「生徒」「効果」「理解」と
いった活用効果に相当する抽出語があげられた。
　計量テキスト分析手法である共起ネットワーク（中
心媒介性）について検討した。ネットワーク構造にお
いては、中心媒介性が高い順に、ピンク・白・水色の
円で表され、強い共起関係ほど太線で、出現数の大き
い語ほど大きな円で描く設定とした11）。また、分析対
象の回答件数が小規模であったため、共起ネットワー
ク作成オプションから「最小スパニングツリーのみを
描画する」に設定して描画を行った。
　図８に「ICTの活用が適していると感じる分野」に
ついて共起ネットワーク（中心媒介性）を示す。「被
服実習」「調理実習」において、画像や動画を「見せ
る」ことが適していると考えられており、「視覚」「家
族」「高齢」と共起した語から、様々な家族形態や高
齢者の身体的特徴などを視覚的に提示することが適し
ていると考えていることが示された。また、実際のコ
メントとして、「実習では、実物投影機で細かい作業
を大きく拡大して生徒に見せることができる」「調理
手順や被服実習などの工程を動画で見せること」「保
育や高齢者などの分野において、発達や活動の様子。
声や身体の動きなど視覚的なところ」「身近でない
色々な家族や子育て、高齢者について、様々な場面を
視覚で見せる」などがあった。
　「ICT活用の効果を実感したエピソード」の共起
ネットワーク構造（図９）から、「プロジェクター」
に「画像」を「写す」ことや、「調理実習」の「手順」
図９　「ICT活用の効果を実感したエピソード」の共起
ネットワーク（中心媒介性）
図８　「ICTの活用が適していると感じる分野」の共起
ネットワーク（中心媒介性）
表１　２項目の自由記述における抽出語のうち
　　　出現回数４回までの結果
「ICT活用が適している」
分野 出現回数
被服 13
食物 12
住生活 10
保育 8
全て 7
被服実習 6
見せる 5
調理 5
調理実習 5
活用 4
高齢 4
生徒 4
「ICT活用効果のエピソード」
抽出語 出現回数
見せる 7
生徒 7
見る 5
効果 5
実習 5
写す 5
調理実習 5
理解 5
映像 4
発表 4
良い 4
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を「プロジェクター」に写して「確認」することに
効果を感じていた。また、「発表」「学習」「提示」と
「生徒」の調べ「学習」の「発表」を行う際にICTを
使用すると効果的であったこと、「例」や「先輩」の
「作品」を画像などで「提示」することに効果を実感
した様子が読み取れる。
　実際の記述内容には、「調理実習の手順をプロジェ
クターで写し、確認する。被服実習で手縫いの方法を
書画カメラで手元を写し、確認する」「生徒の調べ学
習やHPの発表等を実物投影機を用いて行うことによ
り、より理解しやすい発表になり、有意義な時間に
なっている」「先輩たちの作品や、製作過程を見せる
と、身近で理解しやすい」などがあった。
　家庭科でICTを活用した授業をするにあたって、教
員が課題と考えるものを、図10の選択肢から回答させ
た（複数回答可）。最も多かった「ICT機器が不足してい
る」の回答は、鹿児島県高校家庭科の実態調査４）とほ
ぼ同等であった。全国調査（2011）９）と比較すると、
「機器の立ち上げなど、実施に時間が掛かる」がやや
高値であり、「教材研究に時間が掛かる」や「ICT機
器の操作が分からない」はほぼ同等であった。
　どうすれば課題を解決できると考えるかは、「ICT
の数を増やす」69.8％、次いで「効果的なICT活用の
実践例を参考にする」50.9％、「ICTを積極的に取り入
れている教員から学ぶ」32.1％、「ICTに関する研修を
受ける」26.4％であった。
　「家庭科の授業で生徒がICTを活用するにあたっ
て、課題と考えるもの」（図11）は、ICT機器の不足
が突出して高く、全国調査（2011）９）よりも高率で
あった。「生徒によるインターネットの使用に、安全
上の不安がある」も同等であり、「生徒のICTリテラ
シーを高める余裕がない」および「生徒がパソコン等
で遊んでしまい、授業に集中しない」はやや低かっ
た。これら課題をどうすれば解決できるかについて、
「ICT機器の数を増やす」が64.2％と最多であった。
次いで「生徒のICTリテラシーを高める機会を作る」
28.3％、「校内LANの整備を進める」22.6％、「ICTの
操作方法を指導する」20.8％であった。
３－２．高等学校家庭科におけるICT活用授業の事例
観察
　授業観察は、榛名高等学校で２回、長野原高等学校
で１回の計３回行った。
　榛名高等学校における授業観察の概要を表３に示し
た。榛名高等学校は１、２年次に家庭総合（各２単
位）を履修し、２年次から３コース（情報ビジネス、
生活福祉、総合）に分かれ専門科目を履修する。観察
を行った生活福祉コースの３年生７名は、子どもの発
達と保育、生活と福祉、食文化、生活とマナーなどの
専門科目（合計１、２単位）に取り組んでいた。観察
①および観察②は、その一環である課題研究の授業で
あった。生徒たちは観察①の前に、２年間福祉を学習
してきたことを踏まえて、自身が関心のあるテーマを
設定している。設定されたテーマには、虐待、産後う
つ、アタッチメント、点字、離乳食および幼児食など
があった。
　観察①の授業内容は、生徒がテーマについて調べた
ノートを見ながら、Microsoft PowerPointを使用して
発表用のスライドを作成するというものであった。授
業観察では、生徒が他の生徒にアドバイスをしたり、
PowerPointの使い方を教えたりしている様子が見ら
れた。ICTの活用により、生徒同士の学び合いが生ま
れていたと考えられる。観察②の研究発表会では、第
３学年の生徒７名が、それぞれ完成した発表用スライ
ドを用いて発表を行った。
　家庭科教員へのインタビューから、ICT活用の意図
について、「生徒は卒業後、就職先等でICTを使用す
る機会が出てくる。将来のICT利用に役立つと考え、図11　生徒のICT活用における課題（％）
図10　教員のICT活用における課題（％）
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模造紙ではなくICTを用いて発表を行うことにした」
との回答を得た。
表２　榛名高等学校における授業観察の概要
観察① 観察②
観察対象 第３学年の生徒７名
単元名 課題研究
観察日 2017／12／15 2018／１／30
授業場所 パソコン室 多目的室
学習形態
一斉授業 一斉授業
個別学習 （研究発表会）
用いられたICT機器
パソコン
PowerPoint、
Word
パソコン、テレビ
PowerPoint
中間モニター
ICT使用場面 導入・展開・まとめ（授業すべて）
活用の主体 生徒
　長野原高等学校における授業観察の概要を表４に示
した。授業内容は、消費者トラブルとその対処法、消
費者の権利について学習するというものであった。
授業では、教室正面の黒板にスクリーンが用意され、
液晶プロジェクターを投影し、教員自作のスライド
（MS Power Point）で授業が進められていた。生徒は
スライドを見ながら、用語等をワークシートおよび家
庭科学習ノートに記入していく。さらに、大型テレビ
モニターで複数の動画が再生された（多重債務や悪
徳商法の紹介など）。これらは、教員が金融協会ホー
ムページや全国の教育委員会から入手し活用してい
た。動画が再生されると、多くの生徒がモニターに注
目し、笑ったり動画の内容に言及したりする反応を見
せた。動画教材を活用することで、生徒の興味・関心
を高め、授業への集中度を高められたものと考えられ
る。
表３　長野原高等学校における授業観察の概要
観察対象 第２学年の生徒22名
科目名 生活デザイン
観察日 2017／12／18
授業場所 普通教室
学習場面 一斉授業
用いられたICT機器
パソコン（Microsoft PowerPoint）、
プロジェクター、スクリーン
ICT使用場面 導入・展開・まとめ（授業すべて）
活用の主体 教師
４．まとめ
　群馬県の高等学校家庭科教員に対するICT活用に関
するアンケート調査から、群馬県の高等学校における
普通教室へのICT機器整備率は全国と比較して非常に
低かった。しかしながら、家庭科教員への本調査にお
いて判明した被服室へのICT機器の整備率は、高等学
校の普通教室や家庭科調理室と比較して、約５割とな
されている方であることがわかった。
　家庭科におけるICT活用は多くないものの、今後の
活用に意欲的な教員が多いことが明らかになった。家
庭科の授業におけるICT活用は、生徒の興味・関心を
高めると考える教員が多い一方で、ICT機器の不足や
教材研究時間の不足による課題がICT活用の推進を妨
げていると考えられる。ICT活用事例の観察から、群
馬県の高等学校家庭科では生徒の学び合いが生まれる
授業や、生徒の興味・関心高める授業が行われている
ことが明らかとなった。
　家政系の大学生を対象にICT活用実態を調査した研
究では、予習復習が明確に提示でき、学習の動機付け
や意欲の高揚につながることを指摘している12）。一方
で、教員にとっては、ICT機器活用前の準備に膨大に
時間を要することも明らかとなっており、本調査にお
ける高等学校家庭科教員が今後の課題とするところと
一致した。
　ICT機器を継続的に活用するには、使用上のリテラ
シーやスキルが求められ、高等学校必修教科の「情
報」との連携や補完授業、機器の貸し出しなどの対応
が推進に結びつくものと考えられる12）。一方で、ICT
を活用した授業を経常的に行うには、「授業の種類や
目的、内容、レベル等が多岐にわたることから、適合
する授業と、そうでない授業とを見極め、逆効果にな
らないよう配慮する必要もある12）」という。
　本調査では計量テキスト分析により、家庭科でICT
活用が効果的な分野として、いわゆる衣食住の新学習
指導要領におけるＢ領域であることが明らかとなっ
た。また、実際の授業観察による事例調査では、動画
やスライドを用いて、幼児や高齢者、消費者・環境教
育といった、高校生が身近に接する機会が少ない年代
の身体的特徴を捉えることや社会生活上、身につける
べき知識や技術ではあるものの、実例を提示し難い分
野について紹介することで理解に役立つことがうかが
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えた。より多くの授業事例を検討することで、ICT機
器の適材適所が明らかとなり、新たな情報機器の使用
等への発展につながるものと考えられる。
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